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ＪＡ秋田ふるさとは、新たな期待を創造します。
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あの時、君は若かった。
At that time you were young.

ＴＯＰ

ＥＳＳＡＹ
【トップエッセイ】

過去の広報誌から
当時の思いと今の思い、これからを綴ります

鷹田　直
なおし

VOL.４
代表理事専務（営農経済担当）

当時57歳

ＪＡ通信「ふるさと」
2008年３月号「農に生きる」より

　
「
あ
の
時
君
は
若
か
っ
た
」

　

―
―
そ
の
言
葉
は
す
ぐ
に
曲
と
な

り
口
ず
さ
ん
で
し
ま
い
ま
す
。
私
が

高
校
生
の
頃
、
盛
ん
と
７
人
の
Ｇ
Ｓ

（
グ
ル
ー
プ
サ
ウ
ン
ズ
）
ザ
・
ス
パ
イ

ダ
ー
ス
の
大
ヒ
ッ
ト
曲
で
私
と
同
世

代
の
方
は
だ
れ
で
も
知
っ
て
い
る
曲

で
し
ょ
う
。

　
「
農
に
生
き
る
」
こ
れ
は
Ｊ
Ａ
の
役

員
に
な
る
前
年
の
広
報
で
す
。
エ
リ

ン
ギ
は
平
成
５
年
に
台
湾
か
ら
持
ち

込
ま
れ
、
研
究
が
始
ま
っ
た
ご
く
歴

史
の
浅
い
キ
ノ
コ
で
あ
り
、
ノ
ウ
ハ

ウ
は
全
く
な
し
、
な
か
な
か
出
荷
で

き
る
よ
う
な
も
の
が
生
産
で
き
ず
、

濡
れ
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
座
り
こ
み
、

涙
し
た
こ
と
も
度
々
あ
り
ま
し
た
。

わ
ず
か
の
環
境
の
違
い
で
安
定
し
な

い
の
が
エ
リ
ン
ギ
の
菌
。
当
時
記
録

し
た
数
冊
の
ノ
ー
ト
が
物
語
っ
て
お

り
、
今
で
は
懐
か
し
く
も
お
か
し
く

も
さ
え
思
え
ま
す
。

　

実
際
、
市
場
に
は
何
回
も
出
向

き
、
関
係
者
か
ら
い
ろ
い
ろ
教
わ

り
な
が
ら
大
企
業
と
差
別
化
す
る

こ
と
で
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。

小
さ
な
生
産
者
が
大
企
業
と
同
じ

や
り
方
で
は
、
市
況
の
流
れ
に
つ

い
て
い
け
ず
生
き
残
れ
ず
、
県
内

で
も
今
は
４
施
設
ま
で
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。

　

今
、
ま
さ
に
農
業
は
生
き
残
り

を
か
け
た
時
代
に
入
り
ま
し
た
。

農
政
は
大
き
く
変
わ
り
確
実
に
グ

ロ
ー
バ
ル
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

農
政
に
は
常
に
関
心
を
持
つ
こ
と

は
大
事
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
す

が
、
そ
れ
に
振
り
回
さ
れ
る
こ
と

が
な
い
よ
う
、
経
営
を
し
っ
か
り

意
識
し
た
農
業
生
産
が
肝
要
で
あ

る
と
考
え
ま
す
。

　

産
地
間
競
争
の
激
化
の
中
で
高

品
質
を
目
指
し
て
き
ま
し
た
が
、

大
事
な
こ
と
は
安
定
品
質
で
あ

り
、
さ
ら
に
安
定
供
給
が
ニ
ー
ズ

に
対
す
る
一
番
の
答
え
で
す
。
結

果
、
生
き
残
れ
る
「
秋
田
ふ
る
さ

と
農
協
」
で
あ
る
と
確
信
し
て
い

ま
す
。
指
導
強
化
を
さ
ら
に
図

り
、
関
係
機
関
と
の
連
携
を
深
め
、

組
合
員
の
皆
様
が
儲
か
る
、
活
き

て
い
け
る
安
定
生
産
を
も
っ
て
、

安
定
生
活
に
つ
な
が
る
よ
う
Ｊ
Ａ

と
し
て
奮
起
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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後藤凌
り ょ う が

駕くん（金沢・６歳）佑
ゆ う き

騎くん（４歳）

両親（父：丈
た け

寛
ひ ろ

さん　母：真紀子さん）と祖父母、

叔父との７人家族。兄の凌駕くんは仮面ライダー

が好きで、自転車に乗ることが大得意。弟の佑騎

くんは恐竜が大好きなあまり、将来の夢も恐竜に

なりたいのだとか。そんなわんぱく盛りの２人は

今年初めてのスイカにそろって「うまい！」と太

鼓判。兄弟仲良く元気に育ってね！

（撮影日７月14日）

　愛らしい見た目の小玉スイカ「あきた夏丸チッ
チェ」。「チッチェ」は秋田弁で「小さい」を意味し
ます。濃い赤色の果肉とシャリッとした食感、口いっ
ぱいに広がる甘さが特徴の大玉スイカ「あきた夏丸」
の系統そのままに、冷蔵庫にぴったり入るサイズと
好評。今年はより親しみを持ってもらえるように箱
をリニューアルしました。チッチェの「ち」の模様
が可愛いデザインを見かけたらぜひ、お手に取って
みてください。

あきた夏丸チッチェ



ＪＡ秋田ふるさと20周年記念特別企画

豪華客船にっぽん丸クルーズで行く！
夏の金沢　北陸の旅 ルポ

旅
情
あ
ふ
れ
る
北
陸
へ
よ
う
こ
そ
。

ク
ル
ー
ズ
の
旅
で
非
日
常
を
感
じ
て
み
ま
せ
ん
か
―
―
。

ミス加賀友禅
松田　莉奈さん

３
日
間
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Ｊ
Ａ
秋
田
ふ
る
さ
と
は
、
７
月
４
日

か
ら
６
日
の
３
日
間
、
20
周
年
記
念
特

別
企
画
と
し
て
「
豪
華
客
船
に
っ
ぽ
ん

丸
ク
ル
ー
ズ
で
行
く
！
夏
の
金
沢
北
陸

の
旅
３
日
間
」
を
実
施
し
、
約
３
０
０

人
が
参
加
し
ま
し
た
。
１
日
目
に
秋
田

港
を
出
て
２
日
目
に
石
川
県
の
金
沢
港

に
寄
港
。
金
沢
市
内
散
策
や
飛
騨
、
越

前
を
周
遊
す
る
オ
プ
シ
ョ
ナ
ル
ツ
ア
ー

も
行
い
ま
し
た
。
夕
食
に
は
管
内
産
の

米
や
シ
イ
タ
ケ
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
、
ト

マ
ト
、
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
を
使
用
し
た
料

理
が
並
ぶ
な
ど
参
加
者
は
美
食
の
数
々

に
舌
鼓
を
打
っ
て
い
ま
し
た
。

　

旅
行
中
は
あ
い
に
く
の
雨
に
見
舞
わ

れ
ま
し
た
が
、
船
内
で
は
歌
手
の
岩
本

公
水
さ
ん
に
よ
る
歌
謡
シ
ョ
ー
や
カ
ラ

オ
ケ
大
会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
も
開
催

し
、
会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
を
見

せ
て
い
ま
し
た
。

　

小
田
嶋
契
組
合
長
は
３
日
間
の
船
旅

を
振
り
返
り
、「
船
で
皆
さ
ん
の
明
る
く

楽
し
い
表
情
を
見
る
こ
と
が
で
き
て
良

か
っ
た
。
Ｊ
Ａ
秋
田
ふ
る
さ
と
も
『
大

船
に
乗
っ
た
つ
も
り
』
で
、
時
に
は
荒

波
で
揺
れ
た
と
し
て
も
最
終
的
に
は
大

丈
夫
と
胸
を
張
っ
て
言
え
る
よ
う
に
、

明
る
い
住
み
よ
い
地
域
を
目
指
し
、
一

生
懸
命
頑
張
っ
て
い
く
」
と
あ
い
さ
つ

し
ま
し
た
。
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ＪＡ秋田ふるさと20周年記念企画

「食・農・いのち」の大切さを学ぼう！

ちゃぐりんフェスタ2018
　ＪＡ秋田ふるさと青年部・女性部は、７月22日、地域の子どもたち
に食料や農業、農村の大切さを知ってもらおうと平鹿支店や管内圃

ほ

場
で「ちゃぐりんフェスタ2018」を開き、小学生や保護者など31組70人
が参加しました。牛の搾

さ く

乳や野菜の収穫、料理教室、食農クイズなど
の体験を行い、みんなで楽しみながら食や農、いのちへの学びを深め
た１日を過ごしました。

childチャイルド（子ども）・green グリーン（緑）・agricultureアグリカルチャー（農業）を組み合わせた造語。
ＪＡグループでは小学生向けの雑誌「ちゃぐりん」を通して
子どもたちにも農業への理解を深めてもらおうと活動に取り組んでいます。

「ちゃぐりん」とは…
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「いのち」
を学ぼう！

わくわく！
モーモー体

験 牛も人間と同じ。
生きているんだね。

「農」を学ぼう！野菜収穫体験
しいたけ・

きゅうり・
ほうれんそ

う

いっぱい収
穫できたよ

！

「食」を学
ぼう！

こども料理
教室

自分で収穫した野菜で
料理を作って食べたよ！

６Ｌのスイカもみんなで食べたよ！
甘くておいしい！

ちゃぐりんフェ
スタを振り返っ

て。

子どもたちに伝
えたいこと。

女性部　神谷　光子　部長
　フェスタが始まったときに引っ込み思案
だった子どもたちもだんだん積極的になっ
ていくのを感じました。保護者のみなさん
も家で過ごしているお子さんの様子とまた
違った一面を見られたのではないでしょう
か。子どもたちには「地元でこんな農産物
が収穫できるんだな」「こんなふうにして生
えているんだな」と、触れてもらいたいで
す。そして収穫された農産物は食べ物と
なって体を作る基本になることをぜひこれ
からも学んでもらいたいです。

青年部　佐藤　保　部長
　みなさんに楽しんでいただいて本当に良かっ
たです。青年部では学校田や農業体験受け入
れを実施していますが、普段できない牛の搾
乳体験を見ることができて新鮮でした。今回、
ちゃぐりんフェスタを開催した時季は夏でした
が、これをきっかけとして、管内には年間を通
して魅力ある農産物があることをもっと子ども
たちに知ってもらいたいです。そして、子ども
たちの中から農業に興味を持って「将来農業
をやってみたい」という子が出てくれたら嬉し
いですね。
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August 2018

▲20年間に獲得した盾やトロフィーが飾られた

青年部20周年記念大会
高まる青年部の役割
今後も地域を牽

け ん

引する組織へ
　青年部は今年度設立20周年を迎えたこと
を記念し、記念大会を横手セントラルホテル
で開きました。歴代の青年部長や県内他ＪＡ
の青年部長など65人が参加しました。
　大会ではこれまでの青年部活動報告や、記
念講演などを行いました。
　佐藤保青年部長は「青年部が担う役割は
年々高まってきている。青年部らしい活動を
続け、今後も地域を守り、牽引していく組織
であり続けたい」とあいさつしました。
　来賓祝辞では小田嶋契組合長が「農業をと

りまく環境が目まぐるしく変化し続ける中で、
部員たちは独自の青年部活動を進めてきた。
20年という節目の年でもあるが、新たな一
歩を踏み出したと捉え、進んでほしい」とあ
いさつしました。
　記念講演では平成17年度から２年間青年
部長を務めた佐々木淳さんが「元気に明るく
正しく～青年部活動は地域の未来をかえる
～」と題し、青年部長を務めた当時の活動を
振り返りながら青年部活動の重要性や可能性
について語りました。
　また、青年部20年の歩みをまとめたパン
フレットを作成し、参加者に配布しました。
　参加した青年部員は今後の青年部活動への
決意を新たにしていました。

▲佐藤保青年部長があいさつをした ▲青年部綱領を読み上げる参加者

▲講演を行う佐々木淳さん
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August 2018

　西
す い か

瓜部会は７月19日、スイカ出発式を雄
物川集出荷所で開き、県や市、部会員、ＪＡ
担当者など30人が出席しました。トラック
には主力であり県オリジナル品種の「あきた
夏丸」シリーズの「あきた夏丸チッチェ」な
どが積まれ、ドライバーへＪＡ全農あきた青
果物キャンペーンレディ「ミスフレッシュ」
による花束の贈呈を行いました。
　今年産のスイカの生育は６月以降適度な降
水と日差しに恵まれ、甘みやシャリ感ともに
上々の出来となりました。出荷は７月中旬か
ら８月下旬にかけて、県内や関東、関西など
全国22市場に出荷する予定です。
　佐々木徹部会長は「生産者が一玉一玉愛情
を込めて育てたスイカを目一杯出荷し、多く
の皆さんに味わってもらいたい」と意気込み
ました。同部会では今年度出荷量6000㌧、
販売額11億4200万円を目指しています。

▲出発式後、秋田県庁で平成30年産スイカの出来
を報告した（７月23日）

▲今シーズンの集出荷作業の安全と目標販売額の
達成などを祈念し、テープカットを行った

スイカ出発式
甘さシャリ感上々
愛情込めていざ出発！

▲目ぞろえ会では品質や形状などを確認

▲「目標達成に向けて一丸となって頑張ろう」と
部会員に呼び掛けた佐藤勇部会長

枝豆出荷講習会・目ぞろえ会
高品質生産や安定出荷
目標達成に向け一丸
　枝豆部会は７月18日に平鹿支店で出荷講
習会と目ぞろえ会を開き、県や市場担当者、
部会員など80人が参加しました。
　講習会では生育状況や今後の栽培管理、販
売状況などについて確認しました。生育状況
については、５月中旬の大雨の影響を受け、
極早生種の生育が遅れましたが、中晩生種の
開花が進み、おおむね順調に生育。今後の気
温上昇に合わせた適期防除徹底を確認しまし
た。販売状況については、全国的に前倒し傾
向にあるため、市場関係者からはふるさと産
枝豆の出荷を待望する声が上がりました。
　目ぞろえ会では現物と規格表を見ながら品
質や形状、色沢、莢

さ や

の大きさ、収穫適期の判
断基準、収穫出荷の留意点などについて確認
しました。
　同部会では、販売数量400㌧、販売額２億
4000万円を目指します。
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▲「果樹産業の未来を拓くイノベーション！」を
テーマに全国から多くの来場者が訪れた研究大会
（７月26日）

▲園主が園地の概要を説明し、情報交換も行った
視察会場（７月27日）

ぶどう部会生産者大会
生育おおむね順調
正確な作況判断を
　ぶどう部会は７月24日、よこてシャイニー
パレスで生産者大会を開き、県や市場担当
者、部会員など75人が参加しました。
　管内ブドウの生育は４月から５月にかけて
気温が平年よりやや高く、発芽および展葉は
平年に比べやや早く推移しましたが、その後
低温となり、開花期間が長引きました。
　結実状況は、おおむね良好。中粒種、大粒
種ともに、大房や過着果になると糖度不足や
着色不良につながるため、適正な管理を今一
度心がけることを確認しました。
　今年度、同部会では、キャンベルやナイヤ
ガラ、スチューベンの主力３品種を柱として
消費者に求められるブドウ生産に取り組み、
より正確な作況判断と計画出荷を実行するこ
とを最重要生産販売方針としました。

▲小川忠洋部会長は「安心安全でおいしいブドウ
を出荷していこう」と呼び掛けた

▲市場担当者からは「きめ細やかな情報提供と安
定出荷をお願いしたい」と要請があった

第60回全国リンゴ研究大会
生産者一堂に会し
「技術革新」学ぶ
　ＪＡは、７月26日、27日の２日間、横手
市と湯沢市で開催した第60回全国リンゴ研
究大会秋田県大会（主催：同大会実行委員会）
に協賛しました。同大会は高品質リンゴ生産
による経営の安定と活力ある産地づくりを目
的に開催。果樹生産者や農業関係団体の担当
者が全国各地から多数来県しました。
　26日、横手市民会館を会場に行った研究
大会の席上では栽培技術改良や地域農業発展
に貢献した増田地区の千田宏二さんが「全国
果樹研究連合会会長賞」の表彰を受けたほ
か、県代表として平鹿地区の田中正博さんが
リンゴの害虫であるハダニの被害を抑えるた
めに天敵のカブリダニと共存させる逆転の発
想を導いた「ダニ剤散布ゼロへの挑戦」を発
表しました。27日には管内と湯沢市の園地
を視察。参加者は熱心に園主の説明に耳を傾
け、産地間での情報交換や交流を深めました。
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健康診断事後指導・相談会
ＪＡ健診結果を利用
生活習慣など見直す

▲会場では個別相談や血圧測定を行い、健康への
意識を高めた参加者

横手のごっつぉ給食
旬の食材を使った給食
みんなでいただきます！
　横手市産の食材をふんだんに使った「横手
のごっつぉ給食」が７月17日から23日にか
けて市内の市立小中学校23校に提供されま
した。子どもたちに食育・地産地消の推進を
図ることを目的に、横手市と市教育委員会が
主催し、ＪＡ青年部が共催。今年で７年目を
迎えました。
　浅舞小学校では23日、市の担当者やＪＡ
青年部員が招かれ一緒に給食を味わいまし
た。２年２組の教室にはＪＡ青年部平鹿支部
の金村豊秀支部長が訪れ、「今日の給食には
私が作ったキュウリが使われています。ぜひ
食べてください」とあいさつ。児童は「全部
おいしい！」と満面の笑みを浮かべながら、
給食を楽しみました。

▲金村支部長があいさつ

▲左上から時計回りにリンゴジュース、横手産卵
のレアプリン、横手ハンバーグデミグラスソース
がけ、ゆで野菜、きのこスープ、ごはん

　ＪＡ健康生き活き100歳プロジェクトは、
７月17日、横手支店で健康診断の事後指導
と相談会を開き、20人が参加しました。Ｊ
Ａ厚生連平鹿総合病院と横手市の保健師や栄
養士を講師に招き、生活習慣の改善ポイント
などを指導しました。同院保健福祉活動室保
健師の南部美由紀さんが健診結果書の見方に
ついて、また、同市健康福祉部健康推進課保
健師の鈴木馨さんが特定保健指導について解
説。さらに、同院保健福祉活動室管理栄養士
の田村早希さんが「間食について考えてみよ
う！」と題した健康講話を開き、簡単にでき
る低カロリーおやつのレシピを紹介しました。
　参加者の一人は「健診結果について相談で
き、有用な情報を知ることができて良かった」
と笑顔で話していました。事後指導と相談会
は８月と10月にも実施する予定です。

▲手軽に野菜を摂取できる「ケークサレ」（写真
右下）を試食。「食べごたえがあっておいしい」
と好評だった

▲ごっつぉ給食は児童
に大好評
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【
べ
と
病
】

○
特
徴

　

べ
と
病
は
植
物
の
種
類
ご
と
に

原
因
と
な
る
菌
や
症
状
が
異
な
る

病
気
で
、
ウ
リ
類
や
ネ
ギ
類
、
大

根
、
白
菜
、
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
、
ブ

ド
ウ
、
バ
ラ
、
ダ
イ
ズ
な
ど
の
べ

と
病
が
あ
り
ま
す
。

　

主
に
葉
に
発
生
し
、
始
め
黄
緑

色
か
ら
黄
色
の
葉
脈
に
区
切
ら
れ

た
角
斑
状
の
斑
点
が
で
き
ま
す
。

湿
度
の
高
い
時
は
、
病び

ょ
う
は
ん斑
の
裏
面

に
白
色
か
ら
灰
色
の
カ
ビ
が
確
認

で
き
ま
す
。
古
く
な
っ
た
病
斑
は

褐
色
に
な
り
、
ひ
ど
い
と
き
に
は

葉
全
体
に
広
が
り
枯
死
す
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。
ネ
ギ
類
や
ホ
ウ
レ

ン
ソ
ウ
、
ダ
イ
ズ
等
で
は
、
病
原

菌
が
植
物
の
生
長
点
に
侵
入
し
、

植
物
全
体
が
黄
緑
色
に
な
り
、
生

育
が
遅
れ
た
り
、
奇
形
に
な
っ
た

り
し
て
被
害
が
大
き
く
な
り
ま
す
。

　

発
病
の
適
温
は
、
20
～
25
℃
で
、

高
温
期
前
後
に
発
生
が
多
く
な
る

傾
向
に
あ
り
ま
す
。

○
対
策

　

播は

し

ゅ種
ま
た
は
移
植
直
後
か
ら
、

泥
の
は
ね
返
り
に
よ
る
べ
と
病
の

蔓ま
ん
え
ん延

を
防
ぐ
た
め
に
、
敷
わ
ら
や

マ
ル
チ
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
肥
料

切
れ
や
成
り
疲
れ
に
よ
る
草
勢
の

衰
え
は
、
べ
と
病
の
発
生
を
助
長

さ
せ
る
の
で
、
肥
培
管
理
に
十
分

注
意
し
ま
し
ょ
う
。
銅
剤
・
マ
ン

ゼ
ブ
剤
・
Ｔ
Ｐ
Ｎ
剤
な
ど
の
予
防

（
保
護
）殺
菌
剤
の
有
効
利
用
を
図

り
ま
し
ょ
う
。

【
褐
斑
病
】

○
特
徴

　

野
菜
、
樹
木
、
草
花
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
植
物
の
葉
に
発
生
し
、
80

種
以
上
の
植
物
を
侵
し
ま
す
。
ま

た
、
発
病
の
適
温
は
25
～
30
℃
で
、

高
温
菌
に
属
し
ま
す
。
最
初
、
褐

色
で
健
全
部
分
と
の
境
が
は
っ
き

り
し
た
小
さ
な
円
形
の
斑
点
を
生

じ
ま
す
。
斑
点
は
や
が
て
褐
色
な

い
し
黒
褐
色
、
円
形
な
い
し
多
角

形
状
に
な
り
拡
大
し
、
多
数
の
小

さ
な
黒
い
粒
や
綿
毛
状
の
胞
子
の

塊
が
で
き
ま
す
。
斑
点
に
な
っ
た

部
分
は
枯
れ
る
た
め
、
病
斑
が
多

く
で
き
る
と
株
全
体
の
生
育
が
悪

く
な
っ
た
り
、
ひ
ど
い
場
合
は
枯

死
し
た
り
し
ま
す
。

○
対
策

　

前
年
に
発
生
し
た
圃ほ

じ
ょ
う場

は
病
原

菌
が
残
っ
て
お
り
、
発
病
し
や
す

い
傾
向
に
あ
り
ま
す
の
で
、
泥
の

は
ね
返
り
に
よ
る
発
病
を
防
ぐ
た

め
に
敷
わ
ら
や
マ
ル
チ
を
行
い
ま

し
ょ
う
。
窒
素
肥
料
の
過
多
は
、

耐
病
性
を
低
下
さ
せ
、
ま
た
過
繁は

ん

茂も

状
態
に
な
る
こ
と
に
よ
り
病
原

菌
の
蔓ま

ん
え
ん延

を
助
長
し
ま
す
。
ま

た
、
肥
料
切
れ
と
成
り
疲
れ
に
よ

る
草
勢
の
衰
え
も
発
病
の
原
因
に

な
り
ま
す
の
で
、
適
切
な
肥
培
管

理
に
努
め
ま
し
ょ
う
。
薬
剤
に
よ

る
防
除
は
、
治
療
効
果
の
高
い
薬

剤
が
乏
し
い
こ
と
か
ら
、
農
薬
散

布
は
、
予
防
と
発
生
初
期
に
重
点

を
お
き
ま
し
ょ
う
。

◇　
　

◆　
　

◇

　

病
害
に
よ
る
被
害
を
で
き
る
だ

け
軽
減
す
る
た
め
に
は
、
薬
剤
に

よ
る
予
防
防
除
に
努
め
る
こ
と
や

常
日
頃
の
観
察
で
、
病
気
の
発
生

を
初
期
に
見
つ
け
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

　

な
お
、
防
除
薬
剤
に
つ
い
て
は
、

Ｊ
Ａ
の
各
営
農
セ
ン
タ
ー
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【園芸指導
】

べと病・褐
か っ ぱ ん

斑病の
特徴と対策
【指導員】　園芸課　柿崎　慎悦

　
夏
秋
野
菜
も
収
穫
盛
期
を
過
ぎ
て
、
成
り
疲
れ
や
草
勢
の
衰
え
が
見

ら
れ
る
頃
に
な
る
と
『
べ
と
病
』
や
『
褐
斑
病
』
が
発
生
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
特
徴
と
対
策
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▲べと病に侵されたキュウリの葉

▲褐斑病に侵されたキュウリの葉
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地元の高校生が行く！

突撃！
アグリリポート

増田高校３年

　私たち、増田高校作物班は、横手市黒川の土田章
の り ゆ き

之さん
の2.1㌶の圃

ほ

場を取材させていただきました。場所は大仙市
に近い大雄地区です。
　横手市大雄は、ビールの大事な原料であるホップ生産が
始まって半世紀近くになります。農家の高齢化と担い手問
題が深刻ですが、昨年の市町村別生産量は全国１位。昨年
の生産量は56.5㌧で、農家42戸が約23㌶に作付けし、株式
会社キリンとの提携で国内のビール産業を支えています。
　大雄地域でホップ栽培が始まったきっかけは、今年度か
ら廃止となった水稲の生産調整政策が始まったからです。
今では県内はもとより全国でも屈指の一大産地となりまし
た。土田さんや組合の方々のお話からわかったことは、ホッ
プという資源を大切にしていること、キリンビールや大雄
ホップ協同組合、よこてホッププロジェクトなど地域が一
体となって協力して国産ホップを守ろうと努力しているこ
とです。８月には私たちを含め、６人で下葉の処理、無効
な地下茎の除去、そして18日からは収穫を体験します。
　全国的に減少している国産ホップは味わいや香りが全然
違うと言います。私たちにはわからないことですが、将来
の味を楽しみに自分で栽培に挑戦してみたいと思いまし
た。現在私たちは、よこてホッププロジェクトの代表首藤
郷さんのご指導で春から「ホップでグリーンカーテンプロ
ジェクト」に参加しています。ビールで味を楽しむことが
できない私たちにできること。それは横手市のホップを理
解すること、未来の横手の子どもたちにホップを広めるこ
とです。私たちが注目しているのはホップの“香り”です。
香りのプロジェクトを進める前に、まずは横手市の農業を
理解し、そして栽培を経験することだと考えています。

吉田　怜
れ お

央さん

135時間目
「国産ホップの生産と活用について探ろう！」

昨年、市町
村別ホップ

生

産量が１位
となった横

手

市。ビール
産業を支え

る

ホップの栽
培や魅力に

つ

いて学んで
いきます！

取材日の気温は34℃を記録。作業の合間をぬって土田さんから丁寧に説明いただいた

（取材日７月26日）

佐藤　亜莉沙さん

涼しく感
じられた

ホップの

「グリー
ンカーテ

ン」

国産ホップは味わいや香りが違うそうですが、私たちが知るのはまだ先のようです…

大雄ホップ農協の

みなさんにも

お話をうかがいま
した！

私たちも地域の一員としてホップを広める活動をしていきたいです！



明
日
を
担
う
生
産
者
た
ち
の
思
い
を
探
る

農
に
生
き
る

齊さ
い
と
う藤　

裕ゆ
う
ま磨

さ
ん

■　

十
文
字

　
　
　
　

本
の
夏
」
を
五
感
で
感
じ
さ
せ

て
く
れ
る
ス
イ
カ
―
―
。
涼
を

求
め
て
無
我
夢
中
で
頬
張
る
と
、
シ
ャ

リ
ッ
と
し
た
食
感
。
そ
し
て
、
口
い
っ
ぱ

い
に
広
が
る
濃
厚
な
甘
さ
。
照
り
つ
け
る

日
差
し
で
乾
い
た
体
を
潤
し
ま
す
。

　
「
自
分
で
考
え
て
行
動
で
き
る
こ
と
が

農
業
の
魅
力
で
す
」
―
―
。
幼
い
頃
か
ら

農
業
を
生な

り
わ
い業
に
し
て
い
る
両
親
の
姿
を
見

て
、
高
校
時
代
に
農
家
に
な
る
こ
と
を
志

し
た
齊
藤
裕
磨
さ
ん
。
高
校
卒
業
後
、
秋

田
市
雄
和
に
あ
る
県
農
業
試
験
場
に
フ
ロ

ン
テ
ィ
ア
研
修
生
と
し
て
２
年
間
通
い
ま

し
た
。
そ
こ
で
の
研
修
中
、
裕
磨
さ
ん
は

今
後
の
方
向
性
を
決
定
づ
け
る
運
命
的
な

出
会
い
を
果
た
し
ま
す
。
そ
れ
が
、
同
農

業
試
験
場
が
開
発
し
た
ス
イ
カ
の
大
玉
品

種
「
あ
き
た
夏
丸
」
を
改
良
し
た
、「
あ

き
た
夏
丸
ア
カ
オ
ニ
」
で
し
た
。「
ア
カ

オ
ニ
」
の
大
き
な
特
徴
は
糖
度
が
14
度
～

15
度
に
も
な
り
、
従
来
の
「
あ
き
た
夏
丸
」

よ
り
も
２
～
３
度
高
く
、
強
烈
な
甘
み
を

感
じ
さ
せ
る
こ
と
。
さ
ら
に
、
食
べ
る
際

に
手
間
に
感
じ
る
種
が
少
な
い
こ
と
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。

　

元
々
裕
磨
さ
ん
の
家
で
は
ス
イ
カ
を
栽

培
し
て
い
ま
し
た
が
、「
ア
カ
オ
ニ
」
を

食
べ
た
瞬
間
、
そ
れ
ま
で
慣
れ
親
し
ん
で

「
日

衝
撃
の
出
会
い
と
決
心	

き
た
ス
イ
カ
と
は
全
く
違
う
お
い
し
さ
に

衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。
こ
の
お
い
し
さ
を

全
国
に
広
め
た
い
―
、
と
21
歳
で
就
農
し

た
そ
の
年
か
ら
、「
ア
カ
オ
ニ
」
や
小
玉

品
種
「
あ
き
た
夏
丸
チ
ッ
チ
ェ
」
を
メ
イ

ン
に
据
え
て
生
産
す
る
こ
と
に
決
め
ま
し

た
。「
チ
ッ
チ
ェ
」
は
「
あ
き
た
夏
丸
」

の
シ
ャ
リ
シ
ャ
リ
と
し
た
食
感
や
食
味
そ

の
ま
ま
に
改
良
さ
れ
た
小
玉
ス
イ
カ
で
、

冷
蔵
庫
に
納
ま
る
手
頃
さ
と
食
べ
や
す
さ

で
好
評
を
得
て
い
ま
す
。「
あ
き
た
夏
丸

シ
リ
ー
ズ
」
の
知
名
度
が
高
ま
っ
て
き
た

こ
と
も
手
伝
い
、
裕
磨
さ
ん
は
「
需
要
が

半
端
な
く
増
え
て
い
ま
す
！
」
と
嬉
し
さ

を
滲に

じ

ま
せ
ま
す
。

　

父
親
と
協
力
し
て
営
む
圃ほ

じ
ょ
う場
の
６
割
が

ト
ン
ネ
ル
移
動
式
栽
培
。「
ト
ン
ネ
ル
移

動
式
栽
培
は
手
が
掛
か
り
ま
す
が
、
温
度

が
保
ち
や
す
く
管
理
が
し
や
す
い
。
段
階

的
に
収
穫
で
き
る
と
こ
ろ
が
良
さ
で
す
」

と
裕
磨
さ
ん
は
話
し
ま
す
。
収
穫
は
「
あ

き
た
夏
丸
」
シ
リ
ー
ズ
を
主
軸
に
「
チ
ッ

チ
ェ
」
か
ら
始
ま
り
、
早
生
系
大
玉
品
種

の
「
ワ
ッ
セ
」、
種
な
し
大
玉
品
種
「
ア

カ
オ
ニ
」、
黒
皮
種
な
し
大
玉
品
種
「
ク

ロ
オ
ニ
」
に
移
行
し
、
８
月
末
ま
で
続
い

て
い
き
ま
す
。

経
験
と
知
識
を
得
て
段
階
的
に
収
穫	
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１．裕磨さんがメインで手掛ける「あきた夏丸アカオニ」
　２．小玉品種の「あきた夏丸チッチェ」　３．黒皮
系の「あきた夏丸クロオニ」　４．「クロオニ」は従来
の夏丸よりもつるが繁

は ん も

茂しやすく整枝にはひと苦労す
るが「収穫時にやりがいを感じる。達成感は何にもか
えがたい」と裕磨さんは話す　５．「夏丸」シリーズ
が揃

そろ

う圃場。収穫は８月末まで続く予定

県
オ
リ
ジ
ナ
ル
品
種
「
あ
き
た
夏
丸
」
知
名
度
向
上
に
全
力

齊藤　裕磨さん（25）
■栽培品目
スイカ：１ha（トンネル移動式栽培：60ａ普通露地栽培：40ａ）
稲　作：10ha　枝　豆：50ａ　ミニトマト：ハウス３棟

1

　

異
常
気
象
が
続
く
近
年
。
年
ご
と
に
変

化
す
る
気
象
条
件
に
対
応
す
る
難
し
さ
は

あ
り
ま
す
が
、「
こ
れ
ま
で
学
ん
だ
経
験

が
活
か
さ
れ
て
い
て
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
て

い
る
」
と
話
す
裕
磨
さ
ん
。
営
農
に
お
い

て
は
「
無
理
し
な
い
こ
と
」「
焦
ら
な
い

こ
と
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
し
て
前
向
き
に
楽

し
く
農
作
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

現
在
は
Ｊ
Ａ
西
瓜
部
会
に
所
属
し
、
部

会
の
講
習
会
に
も
積
極
的
に
参
加
し
て
い

ま
す
。「
講
習
会
で
は
毎
年
新
し
い
技
術

が
紹
介
さ
れ
て
い
る
の
で
、
良
い
所
は
ど

「
前
向
き
に
」
技
術
を
習
得	

ん
ど
ん
取
り
入
れ
て
い
き
た
い
」
と
栽
培

技
術
の
向
上
に
貪
欲
で
す
。

　

平
成
30
年
７
月
現
在
の
西
瓜
部
会
の
部

会
員
は
３
１
５
人
。
県
オ
リ
ジ
ナ
ル
品
種

の
「
あ
き
た
夏
丸
」
を
主
力
品
種
と
し
て

県
内
や
関
東
、
関
西
な
ど
全
国
22
市
場
に

出
荷
し
、
今
年
度
は
、
出
荷
量
６
０
０
０

㌧
、
販
売
額
約
11
億
４
２
０
０
万
円
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

　

裕
磨
さ
ん
も
「『
あ
き
た
夏
丸
シ
リ
ー

ズ
』
の
お
い
し
さ
を
多
く
の
人
に
伝
え
て

い
き
た
い
。
手
に
と
っ
て
い
た
だ
く
た
め

「
あ
き
た
夏
丸
」
を
広
め
た
い	

に
良
品
質
を
追
求
し
て
い
き
ま
す
」
と
意

気
込
ん
で
い
ま
す
。

　
「
お
い
し
い
」
と
い
う
言
葉
を
励
み
に
、

「
試
験
場
で
お
世
話
に
な
っ
た
方
や
友
人
、

自
分
の
ス
イ
カ
を
買
っ
て
く
れ
た
方
と
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
生
ま
れ
る
の
が
楽

し
い
。
消
費
者
の
方
と
距
離
が
近
く
な
っ

て
い
く
の
を
感
じ
て
い
ま
す
」
と
ほ
ほ
笑

む
裕
磨
さ
ん
。「
秋
田
の
ス
イ
カ
と
い
え

ば
、『
あ
き
た
夏
丸
』」
と
、
求
め
ら
れ
、

選
ば
れ
る
ス
イ
カ
の
産
地
拡
大
に
向
け
て

こ
れ
か
ら
も
全
力
で
挑
み
続
け
て
い
き
ま

す
。

６．収穫間近の「あきた夏丸チッチェ」
近年需要が高まり「冷蔵庫に納まるサイズ」と評判

７．講習会などで栽培技術を教わり知識を得ながら農業の
先輩である父と協力して品質向上に努めている

7

6

23

4

5
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レシピ　

ス
イ
カ
の
約
90
％
は
水
分
と
言
わ

れ
て
お
り
、
夏
の
水
分
補
給
と
し
て

私
た
ち
の
生
活
に
根
付
い
て
い
き
ま

し
た
。

ス
イ
カ
に
塩

　

約
90
％
が
水
分
の
た
め
、
栄
養
が

少
な
い
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
β

カ
ロ
テ
ン
や
リ
コ
ピ
ン
が
多
く
含
ま

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
糖
分
や
カ
リ

ウ
ム
、
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
も
含
ま
れ
て

い
る
た
め
、
こ
れ
に
少
量
の
塩
を
加

え
る
こ
と
で
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
の

よ
う
な
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。
ス

イ
カ
に
塩
を
か
け
て
食
べ
る
の
は
甘

さ
を
引
き
立
て
る
だ
け
で
な
く
、
体

の
為
に
も
非
常
に
理
に
か
な
っ
た
食

べ
方
と
言
え
ま
す
。

ス
イ
カ
の
種

　

ス
イ
カ
の
種
を
食
べ
る
と
「
盲
腸

に
な
る
」
や
「
へ
そ
か
ら
芽
が
生
え

て
く
る
」
と
い
う
話
を
聞
い
た
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
も
ち
ろ
ん
迷
信

で
す
が
、
種
を
好
ん
で
食
べ
る
人
は

少
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

し
か
し
、
中
国
で
は
ス
イ
カ
の
種

を
食
べ
る
文
化
が
あ
り
、
種
を
炒
っ

て
塩
で
味
付
け
し
、
食
べ
る
そ
う
で

す
。
種
が
大
き
く
育
つ
よ
う
に
品
種

改
良
し
た
ス
イ
カ
も
あ
り
ま
す
。

今月は

スイカ

● 材料（２人分）

【 スイカシャーベット 】

夏の代名詞のスイカ。
スイカのみずみずしい水分を生かして
涼やかなシャーベットにしました。ひ
んやりと冷やしたチョコチップが、カ
リカリと食感のアクセントになってい
ます。

　 ｐｏｉｎｔ ／／

監　修

鈴
すず

木
き

　麻
ま ゆ こ

友子
フードコーディネーター、スタ
イリスト。体に優しい旬の食材
を取り入れたレシピを考案。企
業、Ｗｅｂサイトなどのレシピ
開発、レシピコラム執筆、書籍
や雑誌のフードスタイリングな
どで活動している。

・スイカ	 150ｇ

・砂糖	 30ｇ

・お湯	 大さじ2

・レモン汁	 大さじ1

・チョコチップ	 適量

①お湯にレモン汁、砂糖を入れて溶かす。

②スイカを角切りにし、種を取る。

③ミキサーに①②を入れ、滑らかになるまで攪
か く は ん

拌する。

④③を容器に入れて冷凍庫で冷やし固める。途中で何度かかき混ぜる。

⑤④を器に盛り、チョコチップを飾る。
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健康情報

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

心臓病とリハビリテーション

平鹿総合病院　リハビリテーション科
佐藤　健一

　みなさんの中には、心臓が悪い人は運動してはいけないと思っている人はいませ

んか？そんな方に今回は最近注目されている『心臓リハビリテーション』について

ご紹介したいと思います。

　心臓リハビリテーション（以下、心臓リハビリ）は主に心筋梗塞や心不全などで

入院された方が急性期の治療後や手術された後に行われます。専門のスタッフの管

理のもと血圧や心電図などで体の状態を細かくチェックしながら安全に運動してい

きます。少しずつ運動することにより体力がついてきます。ただし心臓リハビリは

みなさんが知っているような脳梗塞や外傷後のリハビリとは少し異なり、身体機能

の改善だけでなく病気の再発予防、二次予防なども目的としている点です。

　狭心症や心筋梗塞といった虚血性心臓病は、喫煙や食べ過ぎ、運動不足などの生

活習慣による動脈硬化や肥満などが原因となって引き起こされます。再発予防のた

めには退院後の生活習慣の改善が必要となってきます。そのため運動とともに食事

療法や服薬指導、禁煙指導、運動指導といったものが重要となっていきます。これ

らを円滑に行うために医師や看護師、理学療法士、管理栄養士などが協力しながら

患者さんをサポートしていきます。

　心臓病があっても心臓リハビリを行うことで、体力が向上し不安の少ない生き生

きとした生活が送れるようになります。
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元気なお年寄りをご紹介します。

　
「
漬
物
」。
昔
か
ら
保
存
食
と
し

て
食
卓
を
彩
り
、
私
た
ち
の
生
活

と
深
く
結
び
つ
い
て
い
ま
す
。
現

在
で
は
い
ろ
い
ろ
な
種
類
の
漬
物

を
ス
ー
パ
ー
や
小
売
店
な
ど
で
気

軽
に
購
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

そ
ん
な
漬
物
の
生
産
を
陰
で
支

え
て
い
る
の
が
、
鈴
木
澄
江
さ
ん

で
す
。
澄
江
さ
ん
は
生
産
調
整
政

策
が
続
い
て
い
た
20
年
ほ
ど
前

に
、
約
10
㌃
を
漬
物
用
の
野
菜
畑

に
転
作
す
る
こ
と
を
決
め
ま
し

た
。
澄
江
さ
ん
の
畑
で
作
ら
れ
る

漬
物
用
の
野
菜
は
ナ
ス
や
シ
ソ
の

実
、
マ
ク
ワ
ウ
リ
な
ど
多
種
多
様

で
す
。

　

漬
物
用
の
野
菜
は
収
穫
後
す
ぐ

に
出
荷
さ
れ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
収
穫
し
た
野
菜
は
桶
に
入

れ
て
１
週
間
塩
漬
け
し
、
さ
ら
に

も
う
一
度
漬
け
替
え
を
し
ま
す
。

こ
う
し
て
下
漬
け
さ
れ
た
野
菜
は

主
に
２
月
か
ら
３
月
に
か
け
て
出

荷
さ
れ
ま
す
。
澄
江
さ
ん
は
「
下

漬
け
作
業
は
野
菜
を
収
穫
す
る
た

び
に
少
し
ず
つ
行
う
の
で
そ
れ
ほ

ど
大
変
で
は
な
い
が
、
出
荷
は
一

度
に
行
う
の
で
大
変
」
と
苦
労
を

語
り
ま
す
。

　

重
労
働
も
伴
う
漬
物
用
の
野
菜

作
り
で
す
が
、
澄
江
さ
ん
は
感
謝

の
気
持
ち
で
作
っ
て
い
ま
す
。

「
求
め
ら
れ
、
出
荷
す
る
場
所
が

あ
る
か
ら
今
ま
で
野
菜
を
作
っ
て

こ
ら
れ
た
。
も
し
出
荷
先
が
無

か
っ
た
ら
こ
の
畑
は
た
だ
の
荒
れ

地
に
な
っ
て
い
た
と
思
う
」
と
そ

の
思
い
を
語
り
ま
す
。

　

精
力
的
に
仕
事
を
す
る
澄
江
さ

ん
で
す
が
、
趣
味
も
多
彩
で
す
。

「
や
っ
て
み
れ
と
言
わ
れ
た
ら
や

る
」
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
で
、
現
在

行
っ
て
い
る
ス
ポ
ー
ツ
は
ソ
フ
ト

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
、
ス
マ
イ
ル
ボ
ウ
リ
ン
グ
に

ユ
ニ
カ
ー
ル
と
ほ
ぼ
毎
日
予
定
が

埋
ま
っ
て
い
ま
す
。
見
知
っ
た
人

や
初
め
て
顔
を
合
わ
せ
る
人
。
い

ろ
い
ろ
な
人
と
話
を
し
な
が
ら
プ

レ
ー
す
る
の
が
な
に
よ
り
の
楽
し

み
な
の
だ
と
か
。

　

仕
事
も
趣
味
も
パ
ワ
フ
ル
に
活

動
を
続
け
る
澄
江
さ
ん
で
す
。

【平鹿】　鈴木　澄江　さん（74）

野
菜
作
り
は
感
謝
の
気
持
ち
で
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意外と知らないＪＡの仕事を
ＪＡ新採用職員が密着します。

を知ろう
！

学ぼう！

横手支店 畠山幸大 雄物川営農センター 伊藤幹毅

今
回
は
、「
農
業
機
械
課
」に

密
着
し
ま
す
！

農業機械に大興奮！

自
分
の
足
で
得
ら
れ
た

確
か
な
経
験
と
組
合
員
の

み
な
さ
ん
か
ら
の
信
頼
が

あ
る
か
ら
こ
そ

成
り
立
つ
事
業
で
す
ね
！

各
地
区
の
担
当
も
い
て
、

情
報
を
共
有
し
て
い
ま
す
。

平鹿にある事業所の工場でも修理や整備をしています！

農
業
機
械
課
で
は
、
農
業
機
械
の

修
理
や
整
備
、
新
し
い
機
械
の
推

進
を
し
て
い
ま
す
。
組
合
員
の
み

な
さ
ん
と
接
す
る
機
会
が
多
く
、

そ
れ
ぞ
れ
の
農
業
経
営
に
合
わ
せ

た
現
場
第
一
の
対
応
を
心
掛
け
て

い
ま
す
。

買
い
替
え
の
相
談
も

承
っ
て
い
ま
す
よ
！

農業機械課　課長補佐
佐藤　公

機械も多種多様！日々ハイテク化が進んでいます！

作業が始まる前、終わった後の
農業機械の修理点検や買い替えのご相談は…

ＪＡ秋田ふるさと　営農経済部
農業機械課　0182-24-3181 まで

アフターケアにもうかがいます！

取材させていただきありがとうございました！

今
、
農
業
を
営
む
上
で
、

欠
か
せ
な
い
大
切
な
農
業
機
械
。

同
課
が
担
う
重
要
な
役
割
を
改
め
て

感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
！



夏
休
み

　
　

孫
が
来
る
く
る

　
　
　
　
　

飛
び
ま
わ
る

Ｐ
．Ｎ 

健
康
シ
ル
バ
ー
さ
ん（
増
田
）

●
今
月
の
最
優
秀
作
品

夏
休
み

　
　

チ
ャ
リ
こ
ぐ
笑
顔

　
　
　
　
　
　
　

小
麦
色

　

Ｐ
．Ｎ 

ら
ぐ
マ
マ
さ
ん（
大
森
）

日
焼
肌

　
　

端は

ぬ

い縫
で
隠
し

　
　
　
　
　
　

盆
踊
り

　

小
松　

勇
一
さ
ん（
十
文
字
）

村
ひ
と
つ

　
　

踊
り
輪
に
な
る

　
　
　
　
　
　

夏
祭
り

　

Ｐ
．Ｎ 

阿
部
清
風
さ
ん（
増
田
）

盛
夏
ゆ
き

　
　

光
る
穂
波
に

　
　
　
　
　
　

湧
く
微
笑

　

小
川　

正
雄
さ
ん（
十
文
字
）

●
優
秀
作
品

今月のテーマ：『夏』

応募作品数…22作品
■お孫さんの元気な様子と、孫が来

るのを心待ちにしている心情が上
手に表現されていますね。

管内の風景写真や自慢の逸品、珍品
野菜など、みなさんの「作品」を募
集しています。ご応募は当ＪＡホー
ムページにある専用フォームからお
寄せ下さい。（携帯からは、以下ア
ドレスへ）掲載者には、素敵なプレ
ゼントを差し上げます。
メール【wg-koho@akita-furusato.or.jp】

●大学を卒業して横手に戻り、
母と一緒に家庭菜園を始めまし
た。少しだけでも収穫できれば
いいな～くらいの気持ちで育て
ていましたが、最近たくさんの
実がなるようになりました。サ
ヤインゲンもたくさん取れて、
先日煮付けにして食べたばかり
です。７月号の営農ワンポイン
トアドバイスとても勉強になり
ました！！
	 ／雄物川　Ｓ・Ｅさん（23）

　営農ワンポイントが参考にな
ったようで嬉しく思います。こ
れからいろいろな野菜の収穫期
を迎えるのでしょうね。野菜を
たくさん食べて、夏を乗り越え
てくださいね♪

●サヤインゲン、実家からもら
って毎日食べてます。和え物も
おいしいですが、今はまってる
のは揚げて甘酢しょうゆにすぐ
入れるとおいしいです。
	 ／大森　Ｈ・Ｙさん（45）

　サヤインゲンのレシピで私が
パッと思いつくのはゴマ和えか
煮付けくらいなのですが、揚げ
て甘酢しょうゆに入れるのは初
めて聞きました！お酢の酸味で
食欲も増しそうですね！

●パプリカのツナグラタン、材
料も揃っているし簡単そうで明
日の晩御飯に決定です。短時間
でパパッと作れるレシピを今後
もお願いいたします。
	 ／平鹿　Ｍ・Ｇさん（51）

　さっそく夕飯に採用いただき
ありがとうございます。これか
らも作ってみようと思っていた
だけるようなレシピの紹介を心
がけてまいります。

●前回のクロスワードパズルの
答えが『トケイソウ』でしたが、
『ケイトソウ』にもなりません
か？
	 ／雄物川　Ｋ・Ｔさん（59）

　『ケイトソウ』。ありそうです
よね。答えに悩まれた方が非常
に多い問題で、反省しておりま
す。しかし、残念ながら『ケイ

トソウ』という名前の植物は無
く、『ケイトウ』のことをそう
呼んでいる可能性が高いようで
す。『ケイトウ』は、花が鶏の
トサカに似ていることから『鶏
頭（ケイトウ）』と名付けられ
ました。『ケイトウ』はＪＡ管
内にも生産者がいます。これを
機会に『ケイトウ』にも興味を
持って下さると嬉しいです♪

●スイカの出荷の季節が今年も
やってきました。くれぐれも熱
中症に気をつけて頑張ってくだ
さい！
	 ／雄物川　Ｋ・Ｋさん（56）

　今年は（も？）本当に暑いで
すね。体調に気をつけて、異変
を感じる前に水分補給すること
を徹底しましょうね！

楽しい川柳作品をお待ちしております。最優秀作品には、素敵な記念品を進呈！
【９月号のテーマ】「月」　【応募方法】ハガキに川柳作品（パズルにご応募の方はその
答えも）のほか、次頁下段の応募方法①～⑥をご記入の上、ご応募ください【応募先】
〒013-0036 横手市駅前町6─22 総務課　広報担当【応募締切】８月27日㈪当日消印有効
＜作品をご応募いただく皆さまへ＞　掲載された作品を横手かまくらＦＭにおいて毎月第４水
曜日午後12時15分頃より（変更あり）ご紹介させていただいております。作品と投稿者名（地
区は除く）をご紹介しますので、ペンネームでのご紹介をご希望の方は必ず記載してください

【訂正】７月号テーマが「暮」となっておりましたが、正しくは「喜」でした。訂正しお詫び申し上げます。
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①クロスワードパズルの答え

②住所

〒

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

③氏
ふり が な

名　　　　　　　　　（P.N.　　　　　　）

④年齢　　　歳　⑤電話番号　　　　　　　　

⑥当誌の受け取り場所

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

⑦今月の好きな記事とその理由
　または当誌やＪＡへのご意見・ご感想

（ＪＡ秋田ふるさと総務課広報担当　行）

タテのカギ

■7月号の答え／サヤインゲン
■7月号の当選者／
高橋和子さん
Ｐ．Ｎ．ケビンさん
加藤好文さん
■応募総数／55通
■正解者数／51通

【応募方法】　川柳もこちら！
ハガキに左記①～⑦までの項目をご記入の上、下記までご応募
ください。左の点線を切り取って管内最寄りの支店まで持参い
ただくかハガキに貼り付けてもご応募できます。なお、お寄せ
いただいたご意見は「おたより」のコーナーにて回答させてい
ただく場合がございます。
【応募先】
〒 013-0036　横手市駅前町６-22
ＪＡ秋田ふるさと総務課広報担当　またはＪＡ秋田ふるさと
ホームページ http://www.akita-furusato.or.jp/ からでも OK。
「みなさんの声と作品をお寄せください」バナーをクリック！）
【締　切】
　　　8 月27日（月）当日消印有効

【解き方】全部の問題を解き二重枠の文字を並べ
替えると一つの言葉ができます。それが答えです。

1	 水着の痕がついたり皮が
めくれたり

3	 学校の教室に並べます
6	 酒などを量る四角い容器
7	 ミノ、ハツ、センマイと

いえば
8	 全生徒中の男子生徒の─

─を計算で求めた
10	 お盆休みに帰る人もいま

す
14	 プールで習うことの一つ
16	 ビーチ──を広げて日陰

をつくった
18	 一般的に縄より太め
19	 バットを持って1人でも

できる練習
20	 釣りに使う透明な糸

ヨコのカギ

1	 夏らしい黄色い花
2	 爪を削って整えるときに

使います
3	 アサガオやヘチマが伸ば

す物
4	 天気予報では雲のマーク
で表されることが多い天候

5	 コンパスだときれいに描
けます

7	 サッカーの主審が吹きます
9	 舌で感じます
11	 ウミウシも実はこの仲間
12	 プラスの反対
13	 ＵＡＥとも呼ばれる──

首長国連邦
15	 卵を英語でいうと
16	 定期券を入れた──ケース
17	 あの２人はどうも──が

合わないようだなあ

浴衣、花火、屋台、
金魚すくい　といえば…？

保
温
・
保
冷
に
優
れ
た

マ
グ
カ
ッ
プ
！

ステンレスサーモマグ（１Ｐ）
３名様にプレゼント！

※色は指定できませんのでご了承ください。



ＪＡ青年部主催！
ハロウィーンパーティのお知らせ

第61回秋田県ＪＡ女性大会・家の光大
会に石川冴子さん（増田支部）が出場

　ＪＡ秋田中央会は７月19日、秋田市で第61
回秋田県ＪＡ女性大会・家の光大会を開き、
全県ＪＡ女性部関係者780人が参加しました。
「家の光記事活用発表コンクール」では当ＪＡ
代表として女性部増田支部の石川冴子さんが出
場し、優良賞を受賞しました。

　青年部では標記イベントを実施します。
ハロウィーンの仮装やトーク、ゲームを楽しん
でみませんか？皆さんのご参加をお待ちしてお
ります！
【お申し込み・お問い合わせ】
営農企画課事務局　TEL　0182-23-6552

「ジャンボスイカ重さ当てクイズ」の
お知らせ

　十文字営農センターではＪＡ産スイカを広
くＰＲする企画の一つとして８月23日（木）に
「ジャンボスイカ」コンクールを開催します。
出品された中から２点を道の駅「十文字」と秋
田ふるさと村に展示して「ジャンボスイカ重さ
当てクイズ」を実施します。正解の重さに一番
近い方へ平成30年産米あきたこまち10㌔また
は十文字産野菜の詰め合わせをプレゼントしま
す！

開催期間／平成30年８月24日（金）午前11時～
　　　　　　　　　 ８月28日（火）正午　まで

【お問い合わせ】十文字営農センター
TEL　0182-44-3101

ローンセンター
お盆期間中の営業体制について

　ローンセンターでは、お盆期間中の営業を下
記の通りとさせていただきます。ご理解とご協
力をお願いします。

８月10日（金）　午後５時まで

８月11日（土）　祝日　定休日

８月12日（日）　休業

８月13日（月）　休業

８月14日（火）　休業

８月15日（水）　定休日

８月16日（木）　通常営業

【お問い合わせ】融資課　ローンセンター　
TEL　0182-38-8601
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理事会だより
【第4回定例理事会】
平成30年７月26日（木）開催
議案（抜粋）
■農産物検査業務規程の一部改正につ

いて
報告事項
■第１回経済生活専門委員会協議結果

について
■農畜産物の生育及び販売状況について
■第１回管理専門委員会協議結果につ

いて
■平成30年８月行事予定について
　23日　食料・農業・地域政策確立

に向けた秋田県生産者大会
（秋田市）

　27日　第１回ＪＡ運営委員会（本店）
　29日　第５回定例理事会（本店）

【お問い合わせ】㈱ふるさとオートランド
事務所　TEL 0182-33-5995　整備工場　ＴEL 0182-32-7477

この機会にぜひ、お立ち寄りください

からのお知らせ

カーエアコン・ガスを
クリーニングでリフレッシュしてみませんか？

エアコン・ガスの不純物が原因かも――？
エアコンシステム内のフロンガスは少しずつ漏れていき、
水分などの不純物も混ざっていきます。
クリーニングは２～３年ごとが効果的です。

ふるさとオートランドでは

最新のエアコンクリーニン
グマシンを導入！

全自動交換、漏れチェック機能付き
充填量もプリント印字します！

８/１（水）～８/31（金）まで
　　　　　クリーニング半額セール実施中！！

愛車のエアコンの効きが弱い…

あまり冷えない…とお困りの方

車種 軽自動車 乗用車・ワゴン車（シングル） 乗用車・ワゴン車（ダブル）
料金 ￥6,480～ ￥7,560～ ￥8,640～

￥3,240～￥3,780～￥4,320～

　議案第４号平成30年度りんご・西
洋梨の果樹施設利用料金の設定につい
て前年度と同額とすることが承認され
ました。

・利用料については、雪害支援という
観点から、平成23～24年度は10円、
25～26年度は30円、27年度は40円
に減額していましたが、28年度から従
来通り50円になっています。

項目 共選料 冷蔵料 利用料 合計

全選果場 240 210 50 500

運搬料 金額

空コンテナ 20

果実入りコンテナ 50

（原箱当りの税抜金額／円）
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の
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発　行／秋田ふるさと農業協同組合
企画･編集／総務課 〒013-0036秋田県横手市駅前町6番22号
印　刷／㈱全農ビジネスサポート秋田支店

TEL ／ 0182-35-2630
FAX ／ 0182-35-2701
E-mail ／ fu.staff@akita-furusato.or.jp 検索サイトでＪＡのホームページに簡単アクセス！

編 集 後 記ＪＡの概況 Situation

JA通信

組合員数…………………… 17,643人

（正組合員）……………… 12,818人

（准組合員）………………… 4,825人

貯金…………………1052億7486万円

貸付金……………… 331億1581万円

購買品供給高………… 21億4584万円

販売品販売高………… 11億4965万円

共済保有高（保障）……4083億3382万円

（2018年6月末現在）

　
Ｊ
Ａ
秋
田
ふ
る
さ
と
20
周
年
を
盛

り
上
げ
る
催
し
が
続
き
、
地
域
の
皆

様
と
交
流
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
ま
し

た
。
普
段
滅
多
に
な
い
経
験
を
皆
様

と
共
有
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。「
に
っ
ぽ
ん
丸
」

に
乗
船
さ
れ
た
大
人
の
方
々
。「
ち
ゃ

ぐ
り
ん
フ
ェ
ス
タ
」
に
参
加
し
た
子

ど
も
達
。
誌
面
を
見
て
疑
似
体
験
さ

れ
た
皆
様
。
平
成
最
後
の
夏
を
思
い

出
す
と
き
、
仲
間
同
士
で
「
あ
ん
な

こ
と
も
あ
っ
た
ね
」
と
語
り
合
う
そ

の
と
き
、
汗
だ
く
に
な
っ
て
走
り
回
っ

て
い
る
Ｊ
Ａ
の
広
報
担
当
が
い
た
こ

と
も
頭
の
片
隅
に
―
―
　
　
　（
き
）

　

先
日
、
道
を
歩
い
て
い
た
ら
元
気

な
声
で
「
こ
ん
に
ち
は
！
」
と
野
球

少
年
が
自
転
車
で
横
を
通
り
過
ぎ
て

い
き
、
と
て
も
清
々
し
い
気
持
ち
に

な
り
ま
し
た
。
さ
て
、
今
年
で
３
歳

に
な
る
我
が
子
も
挨
拶
が
得
意
の
よ

う
で
、
夕
方
妻
と
子
と
３
人
で
買
い

物
に
行
く
と
、
店
員
さ
ん
や
他
の
お

客
さ
ん
な
ど
誰
彼
か
ま
わ
ず
「
こ
ん

ば
ん
は
！
あ
の
ね
！
ボ
ク
、
お
っ
き

く
な
っ
た
ら
う
ー
と
ら
ま
ん
た
ろ
ー

に
な
る
の
！
」
と
話
し
か
け
、
怒
る

わ
け
に
も
い
か
ず
、
夫
婦
共
々
赤
面

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
た
だ
、
話
し

か
け
た
皆
さ
ん
が
快
く
「
こ
ん
ば
ん

は
」
と
返
し
て
く
だ
さ
り
、
ほ
っ
こ

り
と
し
た
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
み
）

　

昔
む
が
し
、谷た

に

京き
よ
う

っ
て
い
う
若あ

ん

こ者
、

え
だ
け
ど
。
母あ

ば親
ど
二
人
で
貧
乏
し

て
暮
ら
し
て
だ
谷
京
、
田
舎
芝
居
の

一
座
さ
入ひ

ゃ

っ
て
、
地ど

さ方
廻
り
し
な
が

ら
仕
送
り
し
て
る
な
だ
っ
た
ど
。

　

南
部
の
海
辺
の
町
で
興
行
し
て
だ

時じ
ぎ

、「
母あ

ば親
が
病
さ
罹か

が

っ
て
死
ぬ
ど

ご
だ
が
ら
、
早
ぐ
戻
っ
て
来
い
」
っ

て
、
手
紙
が
届
い
だ
け
ど
。
谷
京
は

座
長
が
ら
許
し
も
ら
っ
て
、
死
に
物

狂
い
で
家
さ
向
が
っ
た
ど
。「
あ
あ
、

あ
ど
一
息
だ
。
あ
の
山
越
え
れ
ば
秋

田
だ
」
っ
て
山
さ
入
る
ど
し
た
ば
、

山
が
ら
下
り
で
来
た
マ
タ
ギ
が
え
て

「
う・

・

・

・

わ
ば
み
の
化
物
出
る
が
ら
止
め

れ
」
っ
て
、
止
め
ら
れ
だ
け
ど
。
し

た
ど
も
、「
母
親
待
っ
て
る
が
ら
行

が
ね
ゃ
ば
で
げ
ね
ゃ
」
っ
て
、
山
道

上
っ
て
行
っ
た
け
ど
。
険
し
く
て
、

何
ん
ぼ
も
行
が
ね
ゃ
内
に
真ま

っ
く
ら暗
ぇ

な
っ
て
し
ま
っ
た
け
ど
。
困や

じ
ま
げ惑
だ
ど

思
っ
て
だ
ば
、
先さ

き方
さ
崩
れ
か
げ
だ

谷た
に

京き
ょ
う

山
小
屋
あ
る
け
ど
。「
仕
方
ね
ゃ
。

今
夜
は
こ
の
小
屋
さ
泊
ま
る
べ
」
っ

て
部
屋
の
端し

ま

っ
こ
さ
横
に
な
っ
た

ど
。
暫し

ば
ら

ぐ
し
た
ば
ガ
サ
ガ
サ
っ
て

音
っ
こ
し
て
、「
俺
の
小
屋
さ
い
る

な
誰
だ
」
っ
て
、
う
わ
ば
み
の
化

物
、
現
れ
だ
け
ど
。
谷
京
、
動ど

で

ん転
し

て
プ
ル
プ
ル
ど
震
え
な
が
ら
、
小ち

ゃ

っ

こ
い
声
で
「
た
、
た
、
た
、
た
、
た

に
き
ょ
だ
」
っ
て
答
え
だ
ど
。「
何
ぇ

で
が
？
タ
ヌ
ギ
？
仲
間
っ
こ
だ
し
ゃ
。

泊
め
で
け
る
」
っ
て
言
う
け
ど
。
暫

ぐ
し
た
ば
、「
タ
ヌ
キ
、
何
ぇ
が
さ

化
げ
で
み
れ
」
っ
て
言
う
け
ど
。
芝

居
の
化
粧
道
具
使
っ
て
、
綺
麗
だ
女お

な
ご

さ
化
げ
で
見
せ
だ
ど
。
う
わ
ば
み
の

化
物
、
大
喜
び
し
た
け
ど
。
あ
れ

こ
れ
話
っ
こ
し
て
い
る
内
に
、「
一

番
、
恐お

っ
か
ね
ゃ
物お

の

、
何な

ぇ
だ
」
っ

て
聞
ぐ
が
ら
、「
銭
こ
だ
な
」
っ
て

答
え
だ
ど
。「
お
前み

ゃ

や
？
」
っ
て
聞

ぎ
返ぎ

ゃ

し
た
ば
、「
タ
バ
コ
の
ヤ
ニ
ど

柿
渋
だ
」
っ
て
言
う
け
ど
。
朝あ

さ
ま

に

な
っ
た
ば
う・

・

・

・

わ
ば
み
の
姿
見め

ね
ゃ
な

で
、
ド
ン
ド
ど
峠
越
え
で
、
秋
田
さ

入ひ
ゃ

っ
た
ど
。
麓ふ

も
と

で
出
会
っ
た
村
人

さ
、「
山
さ
住
ん
で
る
う
わ
ば
み
の

化
物
、
タ
バ
コ
の
ヤ
ニ
ど
柿
渋
が
大

嫌
い
だ
」
っ
て
教
え
で
や
っ
た
ど
。

家
さ
戻
っ
た
ば
母
親
の
病
も
峠
越
し

て
、
元ま

め気
に
な
っ
て
だ
け
ど
。

　

そ
ろ
そ
ろ
座
さ
戻
ら
ね
ゃ
ば
ど

思
っ
て
だ
ば
、
夜
中
に
ガ
サ
ガ
サ
っ

て
音
っ
こ
し
た
け
ど
。「
タ
ヌ
キ
、

え
だ
が
」
っ
て
声
っ
こ
し
た
が
ど

思
っ
た
ば
、
小
判
、
バ
ラ
バ
ラ
ど
降
っ

て
き
た
け
ど
。
谷
京
、
う
わ
ば
み
が

仕
返
し
に
き
た
な
ど
思
っ
て
「
恐お

っ

か
ね
ゃ
、
恐
っ
か
ね
ゃ
」
っ
て
、
大

泣
ぎ
し
て
み
せ
だ
ど
。
う
わ
ば
み
、

大
喜
び
し
て
戻
っ
て
行
っ
た
け
ど
。

と
っ
ぴ
ん
ぱ
ら
り
の
ぷ
う

●
再
話
／
中
川
文
子
　
●
画
／
佐
々
木
愉
美
子

▲ＱＲコードを読み取ると
　音声で「ふるさと民話」をお楽しみいただけます。
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